行 の あと を 見、 己の 運命 を ふりかえる 時が、 最も 情 

い きど お 

なく、 恐し く、 憤 ろしい。 しかし、 その、 人間に か 

える 数 時間 も、 日 を 経る に 従って 次第に 短くな つて 行 

く。 今まで は、 どうして 虎な どに なった かと 怪しんで 

おれ 

いたのに、 この間 ひょいと 気が付いて 見たら、 己 は ど 

うして 以前、 人間だった のかと 考えて いた。 これ は 恐 

しい こと だ。 今少し 経てば、 己の 中の 人間の 心 は、 獣 

- つち しま 

としての 習慣の 中に す つ かり 埋れて 消えて 了う だろう _ 

いし .Iq- え 

ちょうど、 古い 宮殿の 礎 が 次第に 土砂に 埋没す るよ 

うに。 そうすれば、 しまいに 己 は 自分の 過去 を 忘れ 果 

て、 一 匹の 虎と して 狂い 廻り、 今日の ように 途で 君と 



疑いない。 しかし、 このまま では、 第一流の 作品と な 

るのに は、 何処か (非常に 微妙な 点に 於て) 欠ける と 

ころが あるので はない か、 と。 

旧 詩 を 吐き 終った 李 徴の声 は、 突然 調子 を 変え、 自 

あざけ ごと 

らを 嘲 るか 如くに 言った。 

—羞 しい こと だが、 今でも、 こんな あさましい 身と 成 

おれ ちょう あん 

リ 果てた 今でも、 己 は、 己の 詩集が 長 安 風流 人士の 机 

の 上に 置かれて いる 様 を、 夢に 見る ことがあ るの だ。 

岩窟の 中に 横たわって 見る 夢に だよ。 嗤 つて くれ。 詩 

人に 成り そこなって 虎に なった 哀れな 男 を。 (袁傪 は 

じちょう へ き 

昔の 青年 李徴の 自嘲 癖 を 思 出しながら、 哀しく 聞いて 



いた。) そうだ。 お笑い 草つ いでに、 今の 懐 を 即席の 

詩に 述べて 見よう か。 この 虎の 中に、 まだ、 曾ての 李 

徴が 生きて いる しるしに。 

袁傪は 又 下吏に 命じて これ を 書き とらせた。 その 詩 

に 言う。 

偶因 狂 疾成殊 類 災 患相仍 不可 逃 

今日 爪牙 誰敢敵 当時 声 跡 共 相 高 

我 為 異物 蓬 茅 下 君 已乗軺 気勢 豪 

此夕渓 山 対 明月 不 成長 嘯 但成嘷 



(虎に 還らねば ならぬ 時が) 近づいた から、 と、 李徴の 

声が 言った。 だが、 お別れす る 前にもう 一 つ 頼みが あ 

かれら ま かく リ やく 

る。 それ は 我が 妻子の こと だ。 彼等 は 未だ 虢略 にい 

る。 固より、 己の 運命に 就いては 知る 害がない。 君が 

南から 帰ったら、 己 は 既に 死んだ と 彼等に 告げて 貰え 

ないだ ろうか。 決して 今日の こと だけ は 明かさないで 

あわ 

欲しい。 厚かまし いお 願 だが、 彼等の 孤 弱 を 憐れんで、 

どうと きとう 

今後と も 道 塗に 飢凍 する ことのな いように 計ら つて 戴 

けるならば、 自分に とって、 恩 倖、 これに 過ぎた る は 

臭い。 

言 終って、 叢 中から 慟哭の 声が 聞え た。 袁 もまた 涙 
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